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抄録： おいしさに関わる食品側の要因にフレーバーとテクスチャー（いわゆる食感）
があり、テクスチャーは固体状食品のおいしさにとりわけ強く 関わっている。テクチャー
の評価は機器測定と官能評価により行われてきたが、食前の食品を分析する機器測
定の結果は、食べ始め以降の知覚に基づく官能評価の結果とは必ずしも一致しない。
これは機器測定の条件がヒトの咀嚼を再現しないことに加え、咀嚼から嚥下に至る過
程で大変形、破壊、唾液吸収、温度変化などを受けて生じるテクスチャー変化を反映し
ないためであり、摂食過程でのテクスチャー変化を段階的・経時的に分析できる手法
が求められていた。それを可能にする第三の評価法が咀嚼計測である。ヒトが感知す
る食品テクスチャーは、咀嚼筋筋電図・下顎運動・咬合力などに反映されるので、それ
らの評価に基づいてテクスチャーが評価できるという考え方である。
神山先生は咀嚼計測に基づくテクスチャー解析の第1人者であり、近年ではとくに多

点シートセンサにて計測した咀嚼力や咀嚼筋表面筋電図などに基づいて食品物性と
咀嚼特性の関連を検索され、咀嚼特性に基づく「噛みやすさ」感覚の定量化に取り組ま
れてきた。本講演ではこれらご研究の一端をお話しいただけると伺っている。高齢社会
における食行動の安全や、食行動を介した口腔機能のリハビリテーションに関心をお
持ちの皆様には、奮ってご聴講いただきたい。
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